













































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































C2 　武士を描いたもの C3 　武士を描いたもの
（表象資料２＝ 同時代の他者としての （表象資料3＝ 後世からの他者としての
イメージ） イメージ）






































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































B　 　武士が使ったもの（使用資料） ― 祖先の像、家譜など
C１ 　武士を描いたもの
（表象資料１＝ 自己のイメージ） 伝 世
― 肖像など
同時代 後 世
C3 　武士を描いたもの C4 　武士を描いたもの
（表象資料3＝ 同時代の他者としての （表象資料4＝ 後世からの他者としての
イメージ） イメージ）
































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































第 182 集　2014 年 1月
代
の
宝
剣
」の
よ
う
に
、帰
属
す
る
社
会
全
体
に
お
け
る
意
味
を
持
つ
こ
と
に
も
な
っ
て
く
る
。
そ
し
て
そ
れ
は
代
を
重
ね
、
継
承
が
繰
り
返
さ
れ
る
ご
と
に
新
た
な
意
味
を
ま
と
う
こ
と
に
な
る
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
時
代
に
お
い
て
そ
の
物
が
担
っ
た
意
味
は
異
な
り
、
そ
し
て
最
終
的
に
「
同
時
代
」
枠
が
右
に
進
む
動
き
が
止
ま
る
時
、
す
な
わ
ち
武
士
と
い
う
存
在
が
消
滅
す
る
ま
で
、
そ
の
物
の
持
つ
「
自
己
資
料
」
と
し
て
の
意
味
は
変
化
し
続
け
る
。
そ
し
て
、
そ
の
物
が
こ
の
時
間
軸
を
移
動
す
る
間
に
ま
と
っ
た
意
味
を
す
べ
て
含
む
も
の
と
し
て
、「
資
料
」
と
し
て
固
定
さ
れ
る
、
と
い
う
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。
　
な
お
、
こ
の
動
き
に
お
い
て
は
、「
他
者
」
の
方
は
さ
し
て
重
要
で
は
な
い
。
他
者
に
と
っ
て
は
、
多
か
れ
少
な
か
れ
、
過
去
の
出
来
事
し
か
書
け
な
い
の
で
あ
り
、
描
く
対
象
が
存
命
で
あ
る
か
ど
う
か
は
さ
し
て
問
題
に
な
ら
な
い
。
そ
の
意
味
で
、
Ｃ
3
と
Ｃ
4
は
連
続
し
た
存
在
で
あ
る
と
も
言
え
る
し
、
そ
れ
故
に
、
武
士
が
存
在
し
な
く
な
っ
た
後
に
も
増
殖
し
続
け
る
こ
と
が
可
能
な
の
で
あ
る
。
お
わ
り
に
　
現
在
と
い
う
時
点
か
ら
見
る
と
、
ひ
と
し
な
み
に
過
去
の
物
で
あ
っ
て
も
、
そ
の
物
の
作
ら
れ
た
事
情
や
、
そ
れ
ぞ
れ
の
時
代
に
お
け
る
意
味
を
考
え
て
い
く
と
、
そ
れ
ぞ
れ
の
背
景
に
応
じ
て
、
問
題
は
必
ず
し
も
単
純
で
は
な
い
。
後
世
か
ら
過
去
を
作
る
こ
と
も
あ
る
し
、
過
去
の
物
も
「
同
時
代
」
に
生
き
て
い
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
時
代
に
お
い
て
、
そ
の
物
の
持
っ
た
意
味
に
思
い
を
巡
ら
せ
て
み
る
こ
と
が
必
要
だ
ろ
う
。
　
そ
し
て
、
現
在
も
増
殖
し
つ
つ
あ
る
「
他
者
・
後
世
」
の
武
士
関
係
資
料
も
、
や
は
り
考
察
の
対
象
と
し
て
い
く
べ
き
だ
と
思
わ
れ
る
。
先
立
つ
共
同
研
究
「
武
士
関
係
資
料
の
総
合
化
」
に
お
い
て
は
、
フ
ラ
ン
ス
の
中
世
史
研
究
者
と
四
度
に
お
よ
ぶ
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
行
っ
た
が
、
フ
ラ
ン
ス
側
は
、
近
代
以
降
の
騎
士
な
い
し
中
世
の
表
象
に
つ
い
て
強
い
関
心
を
持
っ
て
お
り
、
そ
れ
を
対
象
と
し
な
け
れ
ば
、
歴
史
は
現
在
の
社
会
と
乖
離
し
た
も
の
に
な
っ
て
し
ま
う
、
と
い
う
意
識
を
持
っ
て
い
る
こ
（
1
）　
人
間
文
化
研
究
機
構
連
携
研
究
「
武
士
関
係
資
料
の
総
合
化
―
比
較
史
お
よ
び
異
文
化
表
象
の
素
材
と
し
て
」
二
〇
〇
五
〜
八
年
。
（
2
）　
小
島
「
洛
中
洛
外
図
屏
風
と
描
か
れ
た
公
武
関
係
―
武
士
と
『
武
士
関
係
資
料
』
の
あ
り
か
た
を
め
ぐ
っ
て
―
」
小
島
編
『
武
士
と
騎
士
―
日
欧
比
較
中
近
世
史
の
研
究
│
』
思
文
閣
出
版
、
二
〇
一
〇
年
。
（
3
）　
企
画
展
示
「
武
士
と
は
な
に
か
」
二
〇
一
〇
年
一
〇
月
二
六
日
〜
一
二
月
二
六
日
、
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
。
図
録
も
同
館
よ
り
刊
行
。
（
4
）　
資
料
番
号
Ｈ
―
60
―
９
―
１
。
（
5
）　
着
色
画
像
も
本
家
筋
に
存
在
し
、（
3
）
の
企
画
展
示
図
録
に
も
収
録
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
こ
の
資
料
に
つ
い
て
は
、
高
久
智
広
氏
に
よ
る
図
録
の
解
説
を
参
照
し
た
。
（
6
）　
江
戸
東
京
博
物
館
企
画
展
図
録
『
徳
川
家
康
の
肖す
が
た像
―
江
戸
時
代
の
人
々
の
家
康
観
―
』
徳
川
記
念
財
団
、
二
〇
一
二
年
。
（
7
）　
資
料
番
号
Ｈ
―
17
。
他
に
徳
川
記
念
財
団
、
日
光
山
輪
王
寺
所
蔵
の
物
が
あ
り
、
前
掲
図
録
（
6
）
は
、
一
二
点
を
紹
介
し
て
い
る
。
（
8
）　
松
島
仁
「
祖
父
家
康
と
の
一
体
化
を
夢
想
す
る
家
光
―
家
康
・
家
光
対
面
の
『
東
照
大
権
現
霊
夢
像
』
と
『
徳
川
家
光
像
』」
前
掲
図
録
（
6
）。
（
9
）　
企
画
展
示
「
武
士
と
は
な
に
か
」
図
録
の
前
嶋
敏
氏
に
よ
る
解
説
を
参
照
し
、
同
氏
か
ら
御
教
示
を
得
た
。
こ
の
屏
風
と
軍
学
者
宇
佐
美
定
祐
に
つ
い
て
は
、
和
歌
山
県
立
博
物
館
の
高
橋
修
氏
も
詳
し
い
解
説
を
行
っ
て
い
る
（「
合
戦
図
屏
風
の
な
か
の
『
謙
信
』」
池
享
・
矢
田
俊
文
編
『
定
本
上
杉
謙
信
』
高
志
書
院
、
二
〇
〇
〇
年
、
他
）。
（
10
）　
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
蔵
、
資
料
番
号
Ｈ
―
799
。
全
文
の
紹
介
は
、『
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
研
究
報
告
』（
号
数
未
定
、
二
〇
一
四
年
三
月
刊
行
予
定
）
に
別
稿
を
用
意
し
て
い
る
。
　
　
「
大
和
三
位
入
道
宗
恕
家
乗
」
と
大
和
宗
恕
に
つ
い
て
は
、
古
川
元
也
氏
に
よ
る
研
究
が
あ
り
（「
故
実
家
大
和
宗
恕
管
見
」『
年
報
三
田
中
世
史
研
究
』
三
、一
九
九
六
年
）
参
照
し
た
。
（
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
研
究
部
）
（
二
〇
一
三
年
一
月
二
五
日
受
付
、
二
〇
一
三
年
三
月
二
六
日
審
査
終
了
）
註 と
が
印
象
的
で
あ
っ
た
。
前
回
の
報
告
書
『
武
士
と
騎
士
』
で
は
、
そ
の
問
題
は
課
題
と
し
て
残
さ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
が
、
本
稿
の
整
理
が
、
い
さ
さ
か
空
回
り
気
味
で
は
あ
る
が
、
今
後
そ
の
問
題
を
考
え
て
い
く
上
で
、
何
ら
か
の
手
が
か
り
と
な
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。
